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一
○
教山山山

○
人管管

○
選

山 口 県

職一
○
訓山山

○
告漁通

○
公

（定期）報

○
規一手山山 毎

第 号

在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
の
指
定
に

議
会
訓
令

口
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部

般
競
争
入
札
の
実
施
（
医
務
保
険
課

委
訓
令

口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
公
文
書

口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
服

口
県
立
学
校
職
員
服
務
規
程
の
一
部

委
規
則

理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の

管
告
示

員
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の

般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

令口
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正

口
県
公
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改

示船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
二
条
第
一

損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
の
消
滅

告

目

次

則般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

口
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正

口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

週
火
・
金
曜
日
発
行

関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…

を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…

）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…

務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…

を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…

改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…

一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
人
事
課
）
…

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

す
る
訓
令
（
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…

正
す
る
訓
令
（
学
事
文
書
課
）
…
…
…

項
の
規
定
に
よ
る
同
意
に
関
す
る
告
示

（
水
産
振
興
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…

例
及
び
山
口
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

す
る
規
則
（
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…

す
る
規
則
（
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

（
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

に
係
る
指
定
漁
船
を
普

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

、
費
用
弁
償
及
び
期
末

（
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

平 成 年
月 日

（火曜日）

山
口
県
規
則
第
六
十
六
号

山
口
県
行
政
組
織
規
則

山
口
県
行
政
組
織
規
則
（
昭

る
。第

十
二
条
第
二
項
中
「
り
よ

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一

一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に

末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

行
期
日
は
、
平
成
二
十
一
年
十

山
口
県
行
政
組
織
規
則
の
一

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十

一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に

末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十

山
口
県
規
則
第
六
十
五
号

一
般
職
の
職
員
等
の
旅

び
期
末
手
当
に
関
す
る

○
企
業
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
処
務
規
程
の
一
部

山
口
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の

規

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

和
四
十
三
年
山
口
県
規
則
第
十
五

う
せ
い
」
を
「
せ
き
し
よ
う
」
に

年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

関
す
る
条
例
及
び
山
口
県
議
会
議

を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一

月
一
日
と
す
る
。

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

九
日

山
口

関
す
る
条
例
及
び
山
口
県
議
会
議

を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を

九
日

山
口

費
に
関
す
る
条
例
及
び
山
口
県
議

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

を
改
正
す
る
管
理
規
程
…
…
…
…
…
…

一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
…
…
…
…

則

一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

改
め
る
。

員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

年
山
口
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の

布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る

県
知
事

二

井

関

成

会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す 期施 期。及 八九

規

則



平成 年 月 日 火曜日

一
る
。

山

山 口

山
職

よ
う別こ

（定期）県 報

す
る第こ職

第 号

山
山

山

一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に
関

般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

口
県
規
則
第
六
十
九
号

口
県
規
則
第
六
十
八
号

職
員
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る

員
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則

に
改
正
す
る
。

表
第
一
の
備
考
１
中
「
り
よ
う
せ

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月

。五
十
三
条
の
二
中
「
り
よ
う
せ
い

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月

員
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

口
県
規
則
第
六
十
七
号

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部

口
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十

す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

山
口
県
知

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
昭
和
三
十
六
年
山
口
県
規
則

い
」
を
「
せ
き
し
よ
う
」
に
改

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

船
長
」
を
「
せ
き
し
よ
う
船
長

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

山
口
県
知

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

山
口
県
知

を
改
正
す
る
規
則

四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
一
号

改
正
す
る
規
則

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

事

二

井

関

成

第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

め
る
。

」
に
改
め
る
。

こ
に
公
布
す
る
。

事

二

井

関

成

る
。

事

二

井

関

成

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

別
表
第
一
の
注
中
「

、
は
き
と

る
す

る
す

書
朱

い
な

で
り
限
の
こ

に
加
え
る
。

作
り
よ
に
録
記
的
磁

電
２

が
事
知
て
つ
あ

で
置

す
成

も
る

め
定

別
表
第
二
の
第
一
号
様
式
か

一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

第
三
条
の
見
出
し
中
「
記
載

項
」
を
「
第
四
条
第
八
項
」
に

第
四
条
の
見
出
し
中
「
記
載

は
」
を
「
又
は
記
録
事
項
及
び

第
六
条
中
「
旅
費
請
求
書
」

加
え
、
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る

と
こ

」
を
「

た
。

と
こ
る

す
書

朱

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
を
同

に
印
押
る
け

お
に
合
場
る

当
て

つ
も

を
の

は
て

い
つ

こ
る
え
代

に
印

押
該

ら
別
表
第
二
の
第
五
号
様
式
ま
で

関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二

る
。

事
項
」
の
下
に
「
又
は
記
録
事
項

改
め
、
「
記
載
事
項
」
の
下
に
「

事
項
」
の
下
に
「
又
は
記
録
事
項

様
式
は
、
」
に
改
め
る
。

の
下
に
「
（
概
算
払
に
係
る
旅
費

と
お
り
」
を
「
別
表
第
三
に
掲
げ

よ
に

録
記

的
磁
電

、
し

だ
成
作

り

備
考
１
と
し
、
同
備
考
に
次
の
よ

ら
明
を

称
名
は
又
名
氏
、

る
き
で

が
と

措
る
す
に
か

。

の
規
定
中

十
九
年
山
口
県
規
則
第
七
十
六
号

」
を
加
え
、
同
条
中
「
第
四
条
第

又
は
記
録
事
項
」
を
加
え
る
。

」
を
加
え
、
同
条
中
「
及
び
様

を
請
求
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」

る
書
類
」
に
改
め
、
各
号
を
削
る

二

う ）六式を。



平成

山
る
。

年 月 日 火曜日

山

山 口 県

２
日に

山

（定期）報

し
書

め
、

条
第

八
号

（
施

１（
経

第 号

「備「備
別

第
一

第
一

賃
、

口
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
二
十

口
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

山
口
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部

改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
等
の
旅

以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用

よ
る
。

訓

口
県
訓
令
第
七
号

」
に
、
「
足
る
」
を
「
足
り
る

同
部
分
第
六
号
中
「
第
二
十
三
条

一
項
た
だ
し
書
」
を
加
え
、
同
部

と
す
る
。

附

則

行
期
日
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
十

過
措
置
）

日
、
は

さ
き
大

の
紙

用
考

大
の

紙
用

１
考

規
業
工

本

磁
電

２

工
本
日

、
は

さ
き

す
成

作
り

よ
に

録
記
的

表
第
三
の
第
一

第
四
条
第
一
号

号
及
び
第
二
号
中
「
足
る
」
を

項
第
三
号
に
規
定
す
る
宿
泊
料

車
賃
及
び
移
転
料
並
び
に
条
例
第

九
年
山
口
県
訓
令
第
十
一
号
） 庁各山

正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定

山
口
県
知

を
改
正
す
る
訓
令

費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の

し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行

令

」
に
改
め
、
同
部
分
第
五
号
中

」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
第

分
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

格

格
規

業

。
る
す

と
４

列

に
合

場
る

。
る

す
と

４
列

は
て
い

つ
に

印
押

る
け

お
、

に
規
定
す
る
旅
費
請
求
書
に
添

「
足
り
る
」
に
改
め
、
同
部
分
第

、
条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
第
四

二
十
七
条
第
三
号
」
を
「
及
び

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

中

一

般

出

先

機

関

口
県
労
働
委
員
会
事
務
局

め
る
。

事

二

井

関

成

規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

「
足
る
」
を
「
足
り
る
」
に
改

一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
十
七

を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第

か
ら
明
を
称
名
は
又

名
氏

措
る
す
に

付
す
べ
き
書
類
に
関
す
る
部
分

三
号
中
「
、
条
例
第
二
十
六
条

号
に
規
定
す
る
鉄
道
賃
、
船

条
例
第
二
十
七
条
第
二
項
た
だ

第
十
七
条
第
七
号
た
だ
し
書

第
十
九
条
第
一
項
中
「
、
文

第
七
条
第
三
号
を
削
る
。

第
八
条
中
第
二
号
を
削
り
、

上
げ
る
。

第
十
七
条
第
四
号
中
「
に
つ

は
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
入
力

子
決
裁
を
行
う
も
の
を
除
く
。

六

「
書
留
」
、
「
配
達
証

そ
の
旨
を
朱
書
す
る
こ
と

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十

山
口
県
公
文
書
取
扱
規

山
口
県
公
文
書
取
扱
規
程
（

正
す
る
。

第
二
条
中
第
六
号
を
削
り
、

第
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に

第
六
条
の
二

削
除

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一

山
口
県
訓
令
第
八
号

山
口
県
公
文
書
取
扱
規
程
の

め
定
が
事
知
て
つ

あ
で
置

も
を

の
も

る

第
二
十
条
中
「
書
面
」
の
下

し
書
の
規
定
に
よ
り
旅
行
命
令

加
え
る
。附

則

を
削
る
。

書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
「
起
案
用

第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号

い
て
は
」
を
「
は
」
に
改
め
、
「

し
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
つ
て
は

）
」
を
削
り
、
同
条
第
六
号
を
次

明
」
等
の
処
理
を
必
要
と
す
る
も

。 九
日

山
口

程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

昭
和
二
十
八
年
山
口
県
訓
令
第
二

第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。

改
め
る
。

年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ

る
え

代
に

印
押

該
当

て
つ

で
が

と
こ

に
「
（
一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費

簿
又
は
旅
行
依
頼
簿
の
提
示
が
な

三

紙
を
、
供
覧
に
当
た
つ
て
は
供
覧

か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

、
電
子
決
裁
を
行
う
場
合
に
あ
つ

」
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
（

の
よ
う
に
改
め
る
。

の
は
、
起
案
用
紙
の
発
送
種
別
欄

県
知
事

二

井

関

成

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

庁

中

一

般

各
出
先
機
関

う
に
定
め
る
。

」
を

。
る
き

」
に
改
め
る
。

に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
五
項
た

い
旅
行
に
あ
つ
て
は
、
口
頭
）
」

用 りて電に 改 だを

訓

令



平

に
関

成 年 月 日 火曜日

こ
山

漁
定
に

山 口

繰
り第第別

４
第

別

６
第

（定期）県 報

力
さ

書
」

を
削第

る
。第第第

第 号

紙
」

め
、

理
シ

第
四

３
文第第

す
る
告
示
（
平
成
十
七
年
山
口
県

の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月

告

口
県
告
示
第
三
百
七
十
八
号

船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七

よ
り
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、

上
げ
る
。

五
十
五
条
中
「
、
照
合
済
確
認
書

六
十
一
条
第
二
項
を
削
る
。

記
第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改

除
削

式
様

号

記
第
六
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改

除
削

式
様

号

附

則

れ
た
起
案
用
紙
及
び
文
案
で
、
文

と
い
う
。
）
）
」
を
削
り
、
同
条

る
。

三
十
三
条
及
び
第
三
十
五
条
中

四
十
六
条
の
二
第
二
項
を
削
る
。

四
十
七
条
第
三
号
を
削
る
。

四
十
八
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第

に
改
め
、
後
段
を
削
り
、
同
条
第

「
に
よ
り
起
案
」
の
下
に
「
又
は

ス
テ
ム
以
外
の
」
を
削
り
、
同
項

号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項

起
案
又
は
供
覧
に
当
た
つ
て
は
、

書
の
管
理
に
必
要
な
事
項
を
文
書

二
十
八
条
第
二
項
中
「
別
添
資
料

三
十
二
条
第
一
項
中
「
（
電
子
決

告
示
第
五
百
二
号
）
に
係
る
指

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

示

年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
二

又
は
電
子
決
裁
文
書
発
送
整
理

め
る
。

め
る
。

書
取
扱
主
任
が
原

と
照
合
し

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規

「
、
照
合
済
確
認
書
又
は
電
子
決

三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号

議

二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

供
覧
を
」
を
加
え
、
後
段
を
削

第
二
号
中
「
起
案
」
の
下
に
「

と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

極
め
て
軽
易
な
事
件
の
起
案
又

管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け

回
付
票
、
」
を
削
る
。

裁
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

定
漁
船
を
普
通
損
害
保
険
に
付

三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

簿
」
を
削
る
。

た
も
の
（
以
下
「
照
合
済
確
認

定
中
「
又
は
照
合
済
確
認
書
」

裁
文
書
発
送
整
理
簿
」
を
削

か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改

り
、
同
項
第
一
号
中
「
文
書
管

又
は
供
覧
を
」
を
加
え
、
同
項

え
る
。

は
供
覧
を
除
き
、
件
名
そ
の
他

れ
ば
な
ら
な
い
。

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
出

務
の
委
託
の
契
約
に
係
る

山
口
県
立
総
合
医
療
セ

二

入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は

地
方
自
治
法
施
行
令
（

す
る
者
で
な
い
こ
と
。

地
方
自
治
法
施
行
令
第

札
又
は
指
名
競
争
入
札
に

人
そ
の
他
の
使
用
人
又
は

県
が
発
注
す
る
物
品
等

次
に
掲
げ
る
物
品
の
購
入

物
品
の
名
称
及
び
数
量

遠
隔
操
作
式
エ
ッ
ク
ス

物
品
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様

納
入
期
限

平
成
二
十
二
年
一
月
三

納
入
場
所

（
三
一
五
）
一
般
競
争
入
札
の

次
の
と
お
り
地
方
公
共
団
体

七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十

一

入
札
に
付
す
る
事
項

す
べ
き
義
務
は
、
平
成
二
十
一

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十

豊
北
町
加
入
区

公

一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入

ン
タ
ー

、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
の

参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

入
札
代
理
人
と
し
て
使
用
す
る
者

の
製
造
の
請
負
、
物
品
等
の
買
入

線
透
視
撮
影
装
置

一
式

書
に
よ
る
。

十
一
日

実
施

の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係

九
日

山
口

年
九
月
十
五
日
限
り
消
滅
し
た
。

九
日

山
口

告

札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
一
般
競
争

る
者
及
び
そ
の
者
を
代
理
人
、
支

で
な
い
こ
と
。

れ
、
借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に

手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平

る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す

県
知
事

二

井

関

成

県
知
事

二

井

関

成

四

並 定入配業 成。

告

示

公

告



平成

九

年 月 日 火曜日

七八

山 口 県

六

（定期）報

四五

第 号

三

記
名
押
印
（
署
名
を
慣
習
と
す

及
び

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

落
札
者
の
決
定
方
法

防
府
市
大
字
大
崎
七
七
番
地

日
時

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
日
午

入
札
保
証
金

免
除
す
る
。

無
効
入
札

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札

入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
が
し

る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ

提
出
場
所

山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

受
領
期
限

平
成
二
十
一
年
十
一
月
九
日
午

年
十
一
月
十
日
午
後
二
時
）

入
札
を
執
行
す
る
場
所
及
び
日
時

場
所

防
府
市
大
字
大
崎
七
七
番
地

山

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付

山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事

入
札
書
の
記
載
方
法
、
提
出
場
所

記
載
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入

る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の

び
に
資
格
審
査
申
請
の
時
期
及
び

八
十
二
号
）
又
は
県
が
発
注
す
る

の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又

る
物
品
等
の
種
類
等
に
関
す
る
告

格
審
査
に
お
い
て
、
医
療
機
器
に

入
れ
及
び
売
払
い
の
特

の
等
級

契
約
条
項
を
示
す
場
所

る
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
自
署

か
、
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違

山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

後
二
時

は
、
無
効
と
す
る
。

た
入
札

と
。

事
務
局
経
理
課

後
五
時
十
五
分
（
入
札
書
を
持

口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
局
経
理
課
に
お
い
て
交
付
す

及
び
受
領
期
限

札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た

方
法
等
に
関
す
る
告
示
（
平
成

物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に

は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

示
（
平
成
二
十
一
年
山
口
県
告

つ
い
て
物
品
等
の
製
造
の
請
負

に
格
付
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る

）
の
な
い
入
札

反
し
た
入
札

二
階
大
会
議
室

参
す
る
場
合
は
、
平
成
二
十
一

務
局
経
理
課

る
。

該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す

り
捨
て
る
。
）
を
加
算
し
た
金

金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す

二
十
一
年
山
口
県
告
示
第
二
百

物
品
等
の
買
入
れ
及
び
借
入
れ

者
に
必
要
な
資
格
及
び
調
達
す

示
第
五
十
七
号
）
に
基
づ
く
資

並
び
に
物
品
等
の
買
入
れ
、
借

こ
と
。

教

育

山
口
県
教
育
委
員
会
訓
令
第

四
四
一
一
）
に
問
い
合

十
一

日
本
語
及
び
日
本
国
通

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要契
約
保
証
金

免
除
す
る
。

こ
の
公
告
後
に
、
当
該

を
す
る
場
合
は
、
山
口
県

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和

き
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の

札
者
と
す
る
。

十

そ
の
他

契
約
担
当
者

山
口
県
立
総
合
医
療
セ

契
約
手
続
に
お
い
て
使

委

員

会

三
号

わ
せ
る
こ
と
。

貨入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な

会
計
管
理
局
物
品
管
理
課
に
申
請

口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務

三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
四

制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も

ン
タ
ー
院
長

中
安

清

用
す
る
言
語
及
び
通
貨

五

庁

中

一

般

各

教

育

機

関

一
般
競
争
入
札
の
資
格
審
査
の
申

書
を
提
出
す
る
こ
と
。

局
経
理
課
（
電
話
〇
八
三
五

二

号
）
第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
基

っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を

請二 づ落

教

育

委

員

会
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第第
紙
」

め
、

シ
ス

四
号

３

山 口

子
計

を
い

他
公

じ
。第

は
文

子
決六

（定期）県 報

第第
第
四第

第
七第

て
、第

第 号

山
る
。山

号
）

書
の
管
理
に
必
要
な
事
項
を
文
書

十
五
条
中
「
回
議
書
」
の
下
に

そ
の
旨
を
朱
書
す
る
こ
と
。

十
一
条
第
七
号
た
だ
し
書
を
削
る

十
三
条
第
一
項
中
「
、
文
書
管
理

に
改
め
、
後
段
を
削
り
、
同
条
第

「
に
よ
り
起
案
」
の
下
に
「
又
は

テ
ム
以
外
の
」
を
削
り
、
同
項
第

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と

起
案
又
は
供
覧
に
当
た
つ
て
は
、

算
機
に
対
す
る
指
令
で
あ
つ
て
、

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
集
合
体
で

文
書
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
務
を

）
」
を
加
え
る
。

十
一
条
第
四
号
中
「
に
つ
い
て
は

書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
、
そ

裁
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
」
を

「
書
留
」
、
「
配
達
証
明
」
等

一
条
中
「
（
第
十
三
条
第
一
項
に

四
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

条
の
二

削
除

五
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号

号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず

七
条
中
「
電
子
文
書
」
の
下
に

電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の

九
条
の
三
第
一
項
中
「
文
書
管
理

口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
公

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

山
口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等

口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
公
文

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け

「
（
決
裁
又
は
供
覧
に
係
る
一
切

。シ
ス
テ
ム
」
を
「
起
案
用
紙
を

二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

供
覧
」
を
加
え
、
後
段
を
削
り

二
号
中
「
起
案
」
の
下
に
「
又

し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

極
め
て
軽
易
な
事
件
の
起
案
又

一
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

あ
つ
て
、
文
書
及
び
電
子
文
書

一
体
的
に
処
理
す
る
よ
う
構
成

」
を
「
は
」
に
改
め
、
「
、
電

の
他
の
場
合
に
あ
つ
て
は
」
を

削
り
、
同
条
第
六
号
を
次
の
よ

の
処
理
を
必
要
と
す
る
も
の
は

お
い
て
「
電
磁
的
方
式
」
と
い

。を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
削

つ
繰
り
上
げ
る
。

「
（
文
書
の
作
成
に
代
え
て
作
成

用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

シ
ス
テ
ム
」
の
下
に
「
（
電
子

文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す

山

公
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改

書
取
扱
規
程
（
昭
和
三
十
四
年

。

れ
ば
な
ら
な
い
。

の
公
文
書
を
い
う
。
以
下
同

、
供
覧
に
当
た
つ
て
は
供
覧
用

「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改

、
同
項
第
一
号
中
「
文
書
管
理

は
供
覧
を
」
を
加
え
、
同
項
第

る
。

は
供
覧
を
除
き
、
件
名
そ
の
他

る
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の

の
収
受
、
処
理
及
び
施
行
そ
の

さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同

子
決
裁
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て

削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
（
電

う
に
改
め
る
。

、
起
案
用
紙
の
発
送
種
別
欄
に

う
。
）
」
を
削
る
。

り
、
第
六
号
を
第
四
号
と
し
、

さ
れ
る
電
磁
的
記
録
で
あ
つ

以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

計
算
機
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
電

る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

口
県
教
育
委
員
会

正
す
る
訓
令

山
口
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

第
十
六
条
中
「
書
面
」
の
下

口
県
条
例
第
六
十
号
）
第
四
条

示
が
な
い
旅
行
に
あ
つ
て
は
、

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一

山
口
県
教
育
委
員
会
事
務
局

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十

山
口
県
教
育
委
員
会
事

山
口
県
教
育
委
員
会
事
務
局

除
削

式
様
号

３
第

別
記
第
五
号
様
式
を
次
の
よ

除
削

式
様
号

５
第

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一

山
口
県
教
育
委
員
会
訓
令
第

じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中
「
別
添

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
（

力
さ
れ
た
起
案
用
紙
及
び
文
案

書
」
と
い
う
。
）
）
」
を
削
り

第
二
十
五
条
中
「
、
照
合
済

第
三
十
三
条
第
二
項
を
削
る

別
記
第
三
号
様
式
を
次
の
よ

正
す
る
。

に
「
（
一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費

第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り

口
頭
）
」
を
加
え
る
。

年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正

九
日

務
局
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を

等
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
六

う
に
改
め
る
。

年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

四
号

資
料
回
付
表
、
」
を
削
る
。

電
子
決
裁
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て

で
、
文
書
取
扱
主
任
が
原

と
照

、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「

確
認
書
又
は
電
子
決
裁
文
書
発
送

。う
に
改
め
る
。

議

に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年

旅
行
命
令
簿
又
は
旅
行
依
頼
簿
の

庁

中

一

般

学
校
を
除
く
各
教
育
機
関

す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

山
口
県
教
育
委
員
会

改
正
す
る
訓
令

年
山
口
県
教
育
委
員
会
訓
令
第

は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

合
し
た
も
の
（
以
下
「
照
合
済
確

又
は
照
合
済
確
認
書
」
を
削
る
。

整
理
簿
」
を
削
る
。 六

山提 。二 出認



平成 年 月 日 火曜日

管
よ
う別こ

山 口 県

管
山

（定期）報

山
の
よ第

だ
し

を
加こ

第 号

山
山

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の

理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

に
改
正
す
る
。

表
第
一
知
事
の
事
務
部
局
の
項
中

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月

人

事

委

理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

口
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二

山
口
県
立
学
校
職
員
服
務
規
程

口
県
立
学
校
職
員
服
務
規
程
（
昭

う
に
改
正
す
る
。

二
十
四
条
中
「
書
面
」
の
下
に

書
の
規
定
に
よ
り
旅
行
命
令
簿
又

え
る
。

附

則

の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月

口
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
五

口
県
立
学
校
職
員
服
務
規
程
の
一

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

一
部
を
改
正
す
る
規
則

四
十
年
山
口
県
人
事
委
員
会
規

「
り
よ
う
せ
い
船
長
」
を
「
せ

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

員

会

を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公山

十
一
号

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

和
四
十
七
年
山
口
県
教
育
委
員

「
（
一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に

は
旅
行
依
頼
簿
の
提
示
が
な
い

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

号
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ山

則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

き
し
よ
う
船
長
」
に
改
め
る
。

布
す
る
。

口
県
人
事
委
員
会

会
訓
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次

関
す
る
条
例
第
四
条
第
五
項
た

旅
行
に
あ
つ
て
は
、
口
頭
）
」

県

立

学

校

一

般

う
に
定
め
る
。

口
県
教
育
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員

不
在
者
投
票
の
で
き
る
病

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

平
成
二
十
一
年
九
月
二 会

告
院う十

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

別
表
知
事
の
事
務
部
局
の

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十

選
挙

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
める項一管

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定

平
成
二
十
一
年
九
月
二

山
口
県
人
事
委
員
会
規

管
理
職
員
等
の
範
囲

め十則
第

を

示
第
九
十
一
号

の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

に
改
正
す
る
。

九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員

十会

。中
「
り
よ
う
せ
い
」
を
「
せ
き

年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理
委
員
会

る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
口
県し

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

九
日二

十
二
号

定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

則る

七

年
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告

委
員
長

上

符

正

顕
示

よ
う
」
に
改
め
る
。

人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号
）

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

山
口
県
人
事
委
員
会

規
則

第 の

人

事

委

員

会

選
挙
管
理
委
員
会



平

じ
。

成 年 月 日 火曜日

第
紙項

」
項
第

覧
を

３
文第

山 口

第第四五第

（定期）県 報

山山
に
改

第 号

削
る

山

）
」
を
加
え
る
。

十
七
条
第
一
項
中
「
、
文
書
管
理

（
別
記
第
四
号
様
式
）
」
に
改
め
、

を
「
前
項
」
に
改
め
、
「
に
よ
り

一
号
中
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
以

」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
を
削
り

起
案
又
は
供
覧
に
当
た
つ
て
は
、

書
の
管
理
に
必
要
な
事
項
を
文
書

十
九
条
中
「
回
議
書
」
の
下
に

十
五
条
第
四
項
中
「
調
査
課
」
を

十
六
条
第
四
号
及
び
第
五
号
を
次

例
規
と
な
る
も
の
、
秘
密
取
扱

規
」
、
「
秘
」
、
「
至
急
」
等
と

欄
に
朱
書
す
る
こ
と
。

「
書
留
」
、
「
配
達
証
明
」
等

そ
の
旨
を
朱
書
す
る
こ
と
。

十
六
条
第
六
号
た
だ
し
書
を
削
る

口
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

山
口
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程

口
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭

正
す
る
。

「
山
口
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会
滝
部
病
院

〃

。

県

議

口
県
議
会
訓
令
第
一
号

シ
ス
テ
ム
」
を
「
起
案
用
紙
を

後
段
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を

起
案
」
の
下
に
「
又
は
供
覧
を

外
の
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号

、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

極
め
て
軽
易
な
事
件
の
起
案
又

管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け

「
（
決
裁
又
は
供
覧
に
係
る
一
切

「
議
事
調
査
課
」
に
改
め
る
。

の
よ
う
に
改
め
る
。

い
を
要
す
る
も
の
、
急
を
要
す

必
要
な
表
示
を
起
案
用
紙
（
別

の
処
理
を
必
要
と
す
る
も
の
は

。 部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ

山
口
県
議
会
議

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

和
四
十
四
年
山
口
県
議
会
訓
令

豊
北
町
大
字
滝
部
三
六
六

会

、
供
覧
に
当
た
つ
て
は
供
覧
用

削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一

」
を
加
え
、
後
段
を
削
り
、
同

中
「
起
案
」
の
下
に
「
又
は
供

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

は
供
覧
を
除
き
、
件
名
そ
の
他

れ
ば
な
ら
な
い
。

の
公
文
書
を
い
う
。
以
下
同

る
も
の
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
例

記
第
二
号
様
式
）
の
取
扱
種
別

、
起
案
用
紙
の
発
送
種
別
欄
に

局

中

一

般

う
に
定
め
る
。

長

島

田

明

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

九

昭
和
三
四
、

三
、
二

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
、

用
紙
」
に
改
め
、
後
段
を
削
り

第
二
十
三
条
中
第
三
号
を
削

し
、
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で

第
二
十
九
条
第
四
号
中
「
に

て
は
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
入

の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同

五

「
書
留
」
、
「
配
達
証

そ
の
旨
を
朱
書
す
る
こ
と

第
二
十
九
条
第
六
号
た
だ
し

山
口
県
企
業
局
処
務
規

山
口
県
企
業
局
処
務
規
程
（

改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
九
号
を
削
る
。

第
二
十
条
の
二
を
次
の
よ
う

第
二
十
条
の
二

削
除

定
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
二

企

山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
九

山
口
県
企
業
局
処
務
規
程
の

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十

四
」
を第

二
十
二
条
第
一
項
中
「
（

力
さ
れ
た
起
案
用
紙
及
び
文
案

別
記
第
三
号
様
式
を
次
の
よ

除
削

式
様
号

３
第

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
「
起
案

、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第

り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第

を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

つ
い
て
は
」
を
「
は
」
に
改
め
、

力
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
つ
て

条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

明
」
等
の
処
理
を
必
要
と
す
る
も

。書
を
削
る
。

山
口
県
公
営
企
業

程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

昭
和
四
十
年
山
口
県
企
業
管
理
規

に
改
め
る
。

十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

業

局

号
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次

九
日

電
子
決
裁
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て

で
、
文
書
取
扱
主
任
が
原
議
と
照

う
に
改
め
る
。

年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

用
紙
を
、
供
覧
に
当
た
つ
て
は
供

三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」

五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
四
号

「
、
電
子
決
裁
を
行
う
場
合
に
あ

は
」
及
び
「
（
電
子
決
裁
を
行
う

。の
は
、
起
案
用
紙
の
発
送
種
別
欄

管
理
者

児

玉

啓

一

程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

の
よ
う
に
定
め
る
。

は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

合
し
た
も
の
）
」
を
削
る
。

だ
し
、
第
十
五
条
第
四
項
の
改
正

八

覧に とつもに に 出規

県

議

会

企

業

局



平成

山
口

提
示

年 月 日 火曜日

山山
う
に第

山 口 県

５
第

別

７
第

こ
山

（定期）報

第第
力
さ

書
」第

る
。第別

第 号

改
め

管
理

項
第

３
文第

じ
。

県
条
例
第
六
十
号
）
第
四
条
第
五

が
な
い
旅
行
に
あ
つ
て
は
、
口
頭

附

則

口
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

山
口
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程

口
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭

改
正
す
る
。

三
十
一
条
中
「
書
面
」
の
下
に

除
削

式
様

号

記
第
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改

除
削

式
様

号

附

則

の
管
理
規
程
は
、
平
成
二
十
一
年

口
県
企
業
管
理
規
程
第
十
号

三
十
九
条
第
二
項
中
「
別
添
資
料

四
十
二
条
第
一
項
中
「
（
電
子
決

れ
た
起
案
用
紙
及
び
文
案
で
、
文

と
い
う
。
）
）
」
を
削
り
、
同
条

四
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
中

五
十
四
条
第
二
項
を
削
る
。

記
第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改

、
「
に
よ
り
起
案
」
の
下
に
「
又

シ
ス
テ
ム
以
外
の
」
を
削
り
、
同

四
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二

起
案
又
は
供
覧
に
当
た
つ
て
は
、

書
の
管
理
に
必
要
な
事
項
を
文
書

三
十
三
条
中
「
回
議
書
」
の
下
に

）
」
を
加
え
る
。

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
旅

）
」
を
加
え
る
。

部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次

山
口
県
公
営
企
業
管
理

の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

和
四
十
年
山
口
県
企
業
管
理
規

「
（
一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に

め
る
。

十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

回
付
票
、
」
を
削
る
。

裁
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

書
取
扱
主
任
が
原
議
と
照
合
し

第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
又
は

「
、
照
合
済
確
認
書
又
は
電
子
決

め
る
。

は
供
覧
を
」
を
加
え
、
後
段
を

項
第
二
号
中
「
起
案
」
の
下
に

項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を

極
め
て
軽
易
な
事
件
の
起
案
又

管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け

「
（
決
裁
又
は
供
覧
に
係
る
一

行
命
令
簿
又
は
旅
行
依
頼
簿
の

の
よ
う
に
定
め
る
。

者

児

玉

啓

一

程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
出

た
も
の
（
以
下
「
照
合
済
確
認

照
合
済
確
認
書
」
を
削
る
。

裁
文
書
発
送
整
理
簿
」
を
削

削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
文
書

「
又
は
供
覧
を
」
を
加
え
、
同

加
え
る
。

は
供
覧
を
除
き
、
件
名
そ
の
他

れ
ば
な
ら
な
い
。

切
の
公
文
書
を
い
う
。
以
下
同

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

九

。



平
成
二

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日
印
刷

十
一
年
九
月
二
十
九
日
発
行

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県
県

庁
知
事


